オル タナ ティ ブ ・ サ ミッ ト 


市 民 サ ミッ ト 2008 


People's Summit 2008 


期間 :7 月 6 日 (日 ) こ 8 日 ( 火 ) 


民 G8 8 ウィ ssp People s Weeks on G8 
場所 札幌 コン ベンション セ ンタ ー ン 北海 道 大 学 学術 交流 会 
北海 道 クリ スチ ャ ン セ ンタ ー ノ 札幌 エル プラ ザ 下坂 研修 室 プ 1 プ 1 OE 


7 月 1 日 か ら 1 0 日 間 、 日 本 や 世界 の 人 た ち が 、 札 幌 に 集まり 
G8 サ ミッ ト (首脳 会 議 ) に 対し て 、 市 民 の 声 を 発信 し ます 。 
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会 場 名 ・ 住 所 ・ 電 話 


⑩ 札幌 コン ベン ショ ン セ ンタ ー 
自 石 区 東札幌 6 条 1 丁目 1-1 
容 011-817-1010 


の 北海 道 大 学 学術 交流 会 | 
北 区 北 8 条 西 5 丁目 
容 011-706-2141 


@ 札幌 エル プラ ザ 
北 区 北 8 条 西 3 丁目 
容 011-728-1222 
@ 北海 道 ク リス チャ ン セ ンタ ー 
北 区 北 7 条 西 6 丁目 
容 011-736-3388 
北海 道 自治 労 会 館 
北 区 北 6 条 西 7 丁目 
容 011-747-1457 


エナ ジテ ィ ッ ク 
会 社 


le ee 
必 時 上 科 医 芝 人 
東札幌 駅 、 


⑥ 共済 ビル (共済 ホー ル ) 
中 央 区 北 4 条 西 1 丁目 
会 011-251-7333 
⑯ か で る 2・7 
中 央 区 北 2 条 西 7 丁目 
会 011-204-5100 


⑥ サッ ポロ ファ クト リー 煙突 広場 
中 央 区 北 2 条 東 3 丁目 
会 011-207-5233 


@ 札幌 市 教育 文化 会 館 
中 央 区 北 1 条 西 13 丁 目 
合 011-271-5821 
0 シア ター キノ 
中 央 区 狂 小 路 6 丁目 南 3 条 グ ラン ド ビ ル 2F 
容 011-231-9355 


= 大 2 
中 央 1 条 2 丁目 


東札幌 人 園 1 条 3T 目 


ea 


ダイエー 東札幌 店 


地下 鉄 東札幌 駅 出入 品 


5 フリ ー ス ペー ス ATTIC 
中 央 区 南 3 条 西 6 丁目 長栄 ビル 4F 
合 011-676-6886 


@⑫ 大 通 公園 西 6 丁目 広場 isjmjy 
大 通 公 園 西 8 丁目 広場 
入 国際 交流 イン フォ セン ター 
南 8 条 西 2 丁目 ( 旧 豊 水 小 ) アウ * ク ル 内 
支 生活 支援 型 文化 施設 コン カリ ー ニ ョ 
西区 八 軒 1 条 西 1 丁目 ザ ・ タ ワー プレ イス 1F 
(JR 琴似 駅 直結 ) 
容 011-615-4859 
支 札 幌 市 生涯 学習 セン ター ちえ りあ 


西区 宮の沢 1 丁目 1-10 (地下 鉄 東西 線 宮の沢 駅 直結 ) 
合 011-671-2200 


旨 市 民 と 


【 上 映 作 品 ] 
| イ ヨ マン テ 」 「 神 婁 な る 真実 の 備 式 ] [アバ ナ キ の 人 々 ] 「WAIAI 
[ 水 に な っ た 村 」 「 般 、 山 に の ぼる ] 「 赤 中 洗う が ご と き ] 「 ア ー ス 」 


押 認 当 6 月 28 日 ( 金 ) 一 7 月 5 日 ( 土 ) | プラ ネッ ト アー ス ] 「 午 き 出し の 地球 南極 大附 」 の 0 作品 
| レン ポジ ウ ム 1] 
人 呈 巻 0 円 (高生 F800FG) ご ER あ の 叶 >eo8C3)1eso 
3 作品 券 8.400 円 【 パ ネ ラー】 人 野 志朗 結城 幸司 、 ス ティ ー ブ ン ・ ケ ント 


4 日 まで シア ター キノ 2 
を で 東 塊 と アー トン 772( 氷 ) 20:15 一 
| 5 日 フリ ー ス ペー ス ATTIC [パネ ラー】 本 田 孝義 、 大 人 小田 胡 美 
(手技 PO 人 海道 コキ ュ ニテ ィ シネ マ * 札 [21 
な 011- ら 31-9355 29()10:00 一 同和 


http:/theaterkinoneV 75 仕 ) 12:00 一 床 田 和 隊 


(| 2008 年 7 月 、G8 導 会 謎 に 先立ち 。 「 先 住民 覆 サミ ッ ト ] アイ ヌ モ シリ 2008 を 間 催 し 
) ます 。 選 界 の 先 人 民族 と と も に 未来 の た め 、 地 球 の た め 、 私 た ちの 声 を 発信 し ます 


7 月 1 日 ( 火 ) 9:30-17:00 箇 当 7 月 4 日 ( 金 ) 13:30-17:00 

と 平取 中 央 公民 錠 沙流 郡 平取 町 本 町 BB-] ) と 札幌 コン ベン ショ ン セン ター 

口 開 会 式 ・ 基 調 講 演 ・ 発 表 口 全体 会 ・「 先 住民 族 宣言 」 
表 7 月 2 日 ( 水 ) 9:30 一 17:00 18:00 一 21:00 

と 平取 し 中 央 公 錠 歴史 / 基 アイ ヌ 届 和 人 と 札幌 コン ペン ショ ン セン ター 

ロワ ー ク ショ ッ プ ・ フ ィ ー ル ド ワ ー ク 音楽 桂 ・ 交 流 会 


画 語 7 月 3 日 ( 木 ) 13:00 一 17:00 四 計 舞 料 ( な る べく 事前 連絡 ) 


と 札幌 「 先 住民 族 サ ミッ ト 」 アイ ヌ モ シ リ 2008 事 務 局 
ロワ ー ク ショ ッ プ 音楽 禁 (札幌 ビリ カコ タン ) 必 3 会 090-9431-3847 htpJwww amunosi2008 om 


財 ) 世界 宗教 者 平和 会 議 日 本 委員 会 
に 会 03-3384-2337 


箇 還 財 7 月 2 日 ( 水 ) 10:00 一 20:30 
会 式 、 人 休会 講 。 1 一 一 、 レ セ プ ショ ン 
7 月 3 日 ( 木 ) 9:00 一 15:30 


全体 会 議 、WV WI、 宣 言 書 採択 、 
平和 の 折り 、 義 会 式 


( 震 : 還 罰 3.000 円 ( 要 事 前 申込 ) 
札幌 コン ペン ショ ン セ ンタ ー 


| 北海 道 の 自 和 隊 基地 内 で 起き 、 提 話さ れ た 性 時 
事件 は 、「 二 隊 と 女性 、 人 権 、 民 主 主義 を 鋭く 問う も 
の で し た 。 各 地域 * 国 で の 基地 の 存在 に よる 人 権 保 
害 を 検証 し 、 と り わ け 女 性 の 人 権 を 宇 り 、 米 宣 再 六 を 
止め よう と 活動 し て いる 方 々 と 「 軍 隊 と は 何 か ] を 語り 


| 7 月 3 日 (本 ) 1 部 13:00 一 17:30 
| eg 部 18:30 一 21:00 


: 正 雪 HI 類 し 2000 幅 (学生: 海外 参加 者 1.000B) 
どちら か 1 部 1.000 円 (学生 海外 参加 者 500 円 ) 詩人 
pe (沖縄 基地 ・ 宣 隊 を 許さ な い 行 動 する 女 た ち の 会 ) 
に 北海 道 クリ スチ ャ ン セ ンタ ー ホー ル - 放 ( コ ユギ ョ ン ) 
( 話 計 「 下 / 革 地 と 女性 ] 国際 シン ボ ジ ウム 実行 員 会 人 


合 011- ら 61-6883 (ヴァ アム チャ モロ ネー ショ ン ) 


、 


仙 記 当 7 月 3 日 (本 ) 一 9 日 ( 水 ) 
志和 無 料 
札幌 エル プラ ザ 小 会 議 室 


( 手 主 当 GB 女 性 の 人 権 フォ ー ラ ム 


人 な 047-376-6556 
(アラ イズ 総合 法 各務 所 内 ) 
htlpy/g8womensrightsfomum blog82.c2.com 


箇 間 肖 7 月 4 日 ( 金 ) 18:3020:30 
500 円 


札幌 エル ブラ ザ 中 研修 室 
「 平 和 で 公正 な 世界 を 」 
ト よせ サミ ッ ト 北 海道 連絡 会 


人 な 01 1-B15-8181 


付 当 7 月 4 日 ( 金 ) 第 1 部 /13:00-16:40 
第 2 部 /17:3020:00 
第 3 部 /20:00-91:30 
( 画 : 村 第! 部 ・ 第 2 部 通し で 1.000 円 
第 3 部 1.000 円 
札幌 エル プラザ 3 階 ホー ル 
【 主催 | GB 女 性 の 人 権 フ ォ ー ラ ム 
会 047-376-6556 
(アラ イズ 総合 法律 事務 所 内 ) 


箇 二 | 7 月 4 日 ( 金 ) 19:30 
5 日 ( 土 ) 15:00 

【 前 売 】 一 般 2.500 円 (当日 3.000 円 ) 

人 学生 1.500 円 (当日 8.000 円 ) 
生活 支援 型 文化 施設 コン カリ ー ニ ョ 


【 主催 | NPO 法 人 コン カリ ー ニ ョ 


傘 01 1-B15-4859 
htp:/Www.-concarino.orjp 


開場 は 開演 の 
30 分 前 


女性 た ち が 集 まり 、 語 り 、 運 動 を 紡ぎ だ し て 
いく 、 情 報 交 換 、 意 見 交換 、 交 流 の 場 で す 。 


【 講 飼 ] 

橋本 努 さん (北大 経済 学部 浴 教 授 ) 。 

サ プ プ ライム 問題 と 先進 諸国 で の 金融 不安 の 広がり 。 

食料 品 価格 の 世界 的 な 高騰 と 食糧 危 欄 の 拡大 …。 

アメ リカ の ユニ テラ リズ ム (単独 行動 主義 ) と 結び つい た 、 経 
漬 グ ロー バル 化 の 巴 盾 が 表面 化す る な か で 、 新 し い 経 注 牧 
序 確立 を めざす 動き が 、 世 界 で は じ ま っ て いま す 。 

新 自由 主義 に も と づく 、 先 進 よる 世界 経済 支配 に 代 
わる 、「 も う 一 つの 世界 」 を 考え ます 。 


@ 委 1 部 日 本 国内 の 女性 の 人 権 課題 か 5 の 問題 提起 : ア イヌ 民 
旅 女性 か ら の 発言 日 本 の 女性 労働 者 の 実 能 、 女 性 に 対す る 鞭 カ 
と 本 う 、 沖 縄 か ら 見 える も の 、 在 日 外国 人 女性 か ら の 発言 あら ゆる 
差別 を 見 直す 、 な ど 。 

第 2 普 G8 に 向け た 女性 の 人 権 に つい て の 問題 提起 :「 ア フリ カ 
の 女性 と HIV/AIDS」 (ノエ リン ・ カ レ エバ ) 、「 女性 働 者 FTA の 影 
故 ] (Lucla Viclor Jayaseelan) 及び 移住 女性 の た め の エン パ ワ メ ン 
ト セ ンタ ー「 カ ラ カ サン 」 より メン バー か ら の 発言 など (予定) 。 

@ 弟 3 名 交流 会 

口 は 食べ る より も 、 話 す た め に 使う この 日 この 時 間 。 伝え る こと は 山 
ほど あり そう 。 チラ シヤ 名 利 を 抱え て お いで くだ さい 。 


身体 と 物体 の 関係 性 を 重点 に 創作 活動 
を 続け て いる ソウ ル の カン パニ ー 公 演 。 
1970 年 代 の 貸し いな が ら 、 明 日 へ の 大 き な 
希望 を 持っ て いる 時 代 を 背景 し 、 リ ヤ カ ー や 
ふと ん な どの オブ ジェ を モチ ー フ に 、 言 語 に 
頼ら な い 身 体 表現 で 物語 を 構築 し て いく 。 


ey 


食糧 主権 国際 フォ ー ラ ム 


7 月 4 日 ( 金 ) 10:00-16:00 
5.000 円 ( 道 ) 


3.000 円 (道内 ) 
共済 ホー ル 
虹 他 


会 01 1-781-3677 


食糧 主権 リレー トー ク 

細 請 7 月 5 日 ( 土 ) 10:00-18:00 
仙 選 選手 料 

押 大 泊 公 園 西 6 丁目 広 坦 


風 民 運 他 
谷 01 1-781-3677 


和牛 飼い 人 の 街頭 宣伝 


細 間 7 月 5 日 ( 土 ) 12:00-13:00 
無 料 
寺 骨 大 肖 園 西 4 丁 目 広場 な ど 

農民 運 他 

容 01 1-781-3677 


世界 各国 の 農民 ・ 労 働 者 ・ 消 費 者 が 一 
堂 に 会 し 、「 気 候 変動 ] や 「 新 し い 角 急 」 の 
現状 を 報告 し あい ます 。 地球 温暖 化 を 防ぎ 、 
農民 の くら し と 食 の 安全 を 守る た め 、 新 自由 
主義 に 対抗 する 「 食 糧 主 権 ] の 確立 を 訴 
えま す 。 


世界 各国 の 農民 ・ 労 働 者 ・ 消 費 者 ら が 、 
暮らし の 安心 と 食 の 安全 を 求め て 次 々 に ア 
ビ ピール す る 。 民族 色 豊 か な パフ ォ ー マ ンス 
も あり 。 札幌 市 民 の 飛び 入り 参加 も 歓迎 し 
ます 。 


柳 農 関係 者 の パフ ォ ー マ ンス な ど 
「 国 際 イ モ 年 」 と 共同 し て 十勝 の 
ジャ ガイ モ の 配布 も 。 


チャ レン ジ ・ ザ ・GB サ ミッ ト 1 万 人 の ビー スウ ォ ー ク 


7 月 5 日 ( 土 ) 13:00 一 集会 
無料 15:00 一 ピー スウ ォ ー ク 
大 通 公園 西 8 丁目 広場 
( 手 琶 婁 ほっ か い ど ピー スネ ッ ト 
デー 北海 道 平和 運動 フォ ー ラ ム 


平和 ト 北 海道 連絡 会 
宮 01 1-261-6883 


「 チ ャ レン ジ - ザ ・G8 サ ミッ ト 、 わ た し た ちの 世界 を つく ろう ] 合計 
式 に 、 世 界 に 真 の 平和 な 世界 を つく る こと を 来 め る ピー スズ ・ ヴ ウォー ク 
を 行ない ます 。 「 村 も 買 争 も な い 世 界 を つく ろう 、 世 界 から 肌 国 と 差 
別 を な くそ う 、 子 ども た ち に みどり の 地球 を 革 そ う ] の 共通 スロ ー ガ ン 
で 寿 虹 を 原則 に 、 私 た ちの 主張 を 世界 に 向け て 発信 し ます 。 
【13:00 か ら 集会] 

【 ス ピー チ (予定 者 ) と 歌 ] 
サ ( ア フリ カ 市 民 委員 会 代表 ) 


| 市 民 ウ ィ ー ク ス 


「 平 和 で 公正 な 世界 を ! 」 国 際 シ ン ポ ジウ ム 


全 訂 当 7 月 5 日 ) 
18:00 一 20:30( 予 定 ) 
【 科 全 を 馬 gl 
胡 か で る 2-7 大 ホー ル 
( 柚 王 痕 「〒 和 で 公 下 な 世界 を 」 


ト 北 海道 連絡 会 、 他 
人 き 011-815-8181 


GB サ ミッ ト を 問う 集会 
7 月 5 日 ( 土 ) 18:00 一 22:00 
無 料 
寺 証 札 界 エル プラ ザ 3 階 ホ ー ル 
ワー キン グルーブ 


会 090-2730-6365 
htp2AWwwwjca apcrorg/altg8/?qjanode/215 


自然 エネ ルギー 都市 サミ ッ ト 


7 月 5 日 ( 土 ) 10:00-18:00 

無 料 (同時 通訳 あり ) 
札幌 コン ベン ショ ン セ ンタ ー 
特別 会 議場 

( 舞 主 東吉 エ ネル ギー 政策 研究 所 


北海 道 グ リー ン ファ ンド 
全 01 1-280-1870 


【 ス ピー カー】 
高 草木 博 ( 日 本 原水 爆 事務 局長 ) 
アン ナ ・ ネ メン ツ ォ (フィリピン) 、 他 


【 基 調 講演 ] 
ウォ ー ル デン ・ ベ ロー (フィリ ピン ) 
その 他 ゲ スト スピ ー カ ー 多 数 


知事 、 市 長 な ど 、 国 内 外 の 先進 的 自治 体 の 首長 
を 集め 、 各 自治 体 の 現状 を を 癌 告 し 自然 エネ ルギー 
政策 促進 に お ける 自治 体 の 役割 を 意見 交換 し ます 。 
また 、 国 政 レベ ル で 活動 する 自然 エネ ルギー 推進 
護 員 連 盟 よ り 、 国 に お ける 自然 エネ ルギー 政策 推 
進 の 必要 性 に つい て 報告 し ます 。 自 治 体 レベ ル の 
動き を 加速 する こと に より 、 国 レベ ル の 施策 を 後 押 
し し 、G8 洞 爺 湖 サ ミッ ト に 集う 首脳 た ち に メッ セー ジ 
を 発し ます 。 


フォ ー ラ ム 「" 援 助 「 の お カネ は どこ いっ た ? 途上 国 の 債務 と GB」 


7 月 5 日 ( 土 ) 9:30 一 12:30 
資料 代 500 円 (逐次 通訳 あり ) 
箇 古 軸 か で sz.7 


ジュ ビリー サウ スー アジ ア 太 平 洋 債務 と 開発 運動 
ATTAC JAPAN、 ア ジア ・: 営 化 」「 労 働 の 柔軟 化 ] 一 あれ 7 これ っ て 日 本 の トレ ンド ?" 南 " 


ン 、INSAF イ ンド 、INFID イ ンド ネシア 、LDC Watch、 攻 才 育 の 
た め の 南 アジ ア 軍 合 (SAAPE) 、CADTM 
会 D80-3181-1 156 


世界 の オカ ネ ば " 南 "か ら " 北 "に 流れ て いる 。 [援助 ] と いう 
名 で 塗 上 国 に 貸し 付け られ た 借金 の 返済 が その 中 心 。 「 援助] 
資金 で 国民 を 抑圧 する 独裁 者 、 援助 国 ] 企業 が 実施 する 
環境 破壊 プロ ジェ クト 、 利 子 の 為 に 過 れ 上 が る 返済 額 ・。 そ 
の 「 提 助 ] の 条件 は この 25 年 間 、「 規制 緩和 ] 「 市 場 開放 ] 「 民 


は 日 本 の 先行 っ て る ? 「 食 料 危機 」 も 「 気 候 変動 」 も 握 助 の 
結果 ?「 援 助 ] と いう 名 前 で 何 が 起こ っ て きた の か 、 海 外 ゲス 
ト が 話す 具体 的 ケー ス を 元 に 考え ます 。 


YY デ 


に Eee 了 


7 月 5 日 ( 土 ) 10: 00-1200 
未定 
| 北條 治 労 会 通 5F 大 ホー ル 


ET PSI[ 東 アジ ア 小 地域 事務 所 
宇 03-3234-3270 


以下 の 埋 題 に つい て 、 公 共 サ ービス を 提供 する 労働 者 の 視点 か ら 
提言 を を うと と も に 、 来 め 5 れ て いる 技 と は 休み 護 給 す る 。 


( 催 困 の 女性 化 を ど ) 
@ グ ロー バル 経済 の 影響 
(格差 の 拡大 、 サ ービス の 質 の 低下 、 労 箇 の 控 取 な ど ) 
@ 移 住 労働 者 の 権利 
人 所 困 届 の 保 便 ・ 水 ・ 電 気 な ど 基礎 的 社会 サー ビス へ の アク セス 
@ 途 上 国 で の イン フラ 甘 代 
(環境 や 生活 へ の 配 虐 ) 


ei 7 月 6 日 (日)1g3 30-1700 
民主 選 800 円 
( 還 請 礼 帆 エル プラザ 環境 研修 室 


脱 WTO プ FTA 草 の 根 キャ ン ペ ー ン 実行 委 
人 な 03-5289-822 ら 


! 


7 月 5 日 ( 土 )14:00 
層 証 逢 3.000 円 


谷 03-5775-3737 
WwwW.clasgicliVe-un.Qrg 


(本 = 市 生 涯 学習 セン ター ちえ りあ 
【 主催 | NP0 法 人 国連 クラ シッ クラ イブ 協会 


ウル 地球 は 何処 (いす こ ) へ 」ー、 


あふ れる 海 ・ 燃 える 大 気 一 青く 輝く 星 地球 を 
守っ て いく た め に 一 そし て 太平 洋 の 小さ な 島 は 
消え た …・ 地球 温暖 化 の 前 に 世界 各国 は どう 
手 を つない だ らい い の か 。 京都 議定書 の ゆく え は ? 

| 直面 し て いる 地球 環境 ・ 気 候 変動 の 問題 を 世 
界 の 知識 人 か ら 一 般 市 民 ま で が 、 一 緒 に 考え 
行動 し て いく に は ・…・ 


7 月 6 日 (日 ) 11:00-19:00 
雨天 決行 


坦 証 委 押 料 
舞 征 還 サ ン ッ ポ ロフ ァ ク トリ ー 煙 突 広場 
や お よろ ず 実 行員 会 


合 0422-44-4935 
http://www.takaorkenju.sakura.ne.jp/ 


: 全国 左 民 会 総連 正 代 表 ベイ ン | 
! アカ ン ペ シー ナ ・ ア ジア 担当 コー ディ ネー ター) ぐ 日 本 > 白川 


| 圏 出 演 


いま 起こ っ て いる 食料 危機 の 真 の 原因 を 明らか に し 、 い ま 何 
を し な けれ ば な ら な いか を 問い か ける シン ボ 。 
【 を な ゲス ト 】 
で オー スト ラリ アッ アダ ム ・ ウ ォ ル フェ ン デ ン ( 公 正 な 質 易 と 投 
資 の た め の オ ー ス トラ リア ・ ネ ットワーク ) く タ イン ボン ティ ッ プ ・ 
サム ラン ジッ ト (農村 行動 ネッ トワ ー ク ) く フ ィ リ ビン > ジョ セ フ ・ 
プル ガ ナ ン (フォーカス ・ オ ン ・ ザ ・ グ ロー バル ・ サ ウス ) ぐ 韓 国 > 


シア > イン ドラ ・ ル ビス ( ビ 


祥 二 (北海 道 劇 民 連盟 書記 長 ) 


【 ラ イブ & ト ー ク セッ ショ ン 】 


ジン タ ら ムー タ 
RabiRabi XPico 


アシ リ ・ レ ラ (アイ ヌ 風 の 家 ) 他 


| 7 月 6 日 (日 ) 10:0015:00 
500 円 (昼食 含む ) 
仙骨 夫 済 ビル 7F 未 広 の 間 


展 民 運 女性 部 他 
トミ せ トド om -815-8181 


ミッ ト ・ 


ーー 
6 人 が 生 に な る に の 


へ 7 月 6 日 (日) 13:30-17:30 
証 | Wi 記 罰 |.00o 円 (30 名 先着 原 
間 (UMW 才 育 文 化 会 中 研修 室 301 


バレ スチ ナ 吉 帯 ・ 札 幌 
容 D1 1-BB2-0705 


持続 可能 で 安心 し て 暮らせ る 社会 を 、 
全 世 界 の 子供 た ち に 手渡 す た め に 、 み ん 
な で 話し 合い まし ょ う 。 海外 ゲス ト は 、 チ リ ・ 
スウ ェ ー デ ン ・ ア メリ カ ・ 韓 国 ・ イ ンド ネシア ・ 

: タイ ・ フ ィ リ ピン ・ イ ンド か ら 予 定 し て いま す 。 
各国 か ら の 報告 と 、 歌 や 踊り な どの 文化 
行事 も あり ます 。 

ri 


( 製 殺 胃 か で る 2.7 520 号 室 
に 


谷 01 1-721-367Z 


(レー 


ー- ラ ム (持寺 シェ ル /( 海 同氏 ) 
シア の 東端 アイ ヌ モ シリ か らき える ー 


「 来 る べき イン ター ナシ ョ ナリ ズム は 、 可 能 か ?] と いう 欠 飼 
哲 氏 の 提言 を うけ 、 ア イヌ 、 沖 縄 、 在 日 、 バ レス チ ナ 、 ア フリ カ 、 
それ ぞ れ の 立場 か ら 、 テ 1 け て 収載 する 。 「 反 テロ 戦争 
と 「 新 自由 主義 経済 に まる グロ ー パ リズ ム 」 に よっ て 圧倒 的 
多数 の 人 類 を 不幸 に 追い や っ て いる 先進 国 サミ ッ ト に 反対 す 


る 立場 か ら 、 世 界 の 民衆 が 友 と な り 手 を つなぐ た め に 私 た ち は 
: どう 考え 、 ど う 行動 し た ら よ いか を 共に 探る 。 


7 月 7 日 (月 ) 15:00 一 
無 料 

( 還 認 罰 大 洒 公 園 6 丁目 広場 

【 主催 | BB サミ ッ ト を 問う 連絡 会 


『 ワ ー キ ング グル ー プ 


全 080-2730-6365 


7 月 7 日 (月 ) 13:00ー 
無 料 

大 通 公園 6 丁目 広場 

虹 民 連 


富 01 1-781-367Z 


アジ ア と ヨー ロッ パパ 和 き 
7 月 9 日 ( 水 ) 10:00 一 21:00 過去 の 戦争 や 植民 地 支配 に よっ て 歴史 に 茂 さ れ た 傷 。 そ れ を 感 す 
人 場 料 (人 料 代 実 但 ) 19INWIt:WICre ぐ zeN2G が IIDXn2x 
札幌 エル プラ ザ ホー ル 六 元 六 ( 旨 国 NGO「 独 飼 製 作 所 ] 電 任 理 事 、 康 中国 ・ 北 市 
HH 各所 主任 借 士 ) クリ ステ ィ アン * シ ュ タッ ファ (ドイ ツ 和 


解 NGO「 行 動 ・ 償 い の 印 ・ 平 和 替 仕 ] 事務 局長 ) 、 テ ッ サ ・ モ ー リ ス - ス 


BMZ98N ズ キ (オース トラ リア 国立 大 学 孝和 (国学 校 授 ) 


http://w2008.jp/reconolliation 


この 島 に いつ か ら ア イヌ 民族 が 住み 始め た の は 、 は っ きり し ませ ん が 、 
アイ ヌ 文 化 が 成立 し た の は 12 一 13 世 紀 で は な いか と 言わ れ て いま す 。 
その 頂 、 ア イヌ の 人 た ち は 洲 労 や 狩猟 植物 採取 を 主 な 生業 に し 、 交 易 も 
行なっ て いま し た 。 アイ ヌ の 人 た ち は こ の 島 を 「 ア イヌ モ シ リ (人 間 の 静か 
な 大 地 ) 」 と 呼ん で いま し た 。 
15 世 紀 に 入る と 、 昆 布 や サケ 、 ニ シン な どの 交易 を 目的 に アイ ヌ モ シ リ の 南部 に 日 本 
| 人 が 住 お よう に な り 、 ア イヌ 民族 を 支配 する よう に な り ま し た 。 この 支配 に 対し 、 ア イヌ 民族 は 1456 
| 年 (コシ ャ マイ ン の 戦い ) 、1669 年 (シャ クシ ャ イン の 戦い ) 、1789 年 ( ク ナ シリ ・ メ ナシ の 戦い ) と 三 
度 に わた っ て 戦い を 挑み か まし た が 、 結 局 は 敗れ 、 日 本 人 の 愉 権 的 な 支配 の 下 で 暮 ら さ ざる を 得 な く 
な り ま し た 。 
1869 年 、 明 治 新政 府 は アイ ヌ モ シリ を 「 北 海道 ] と 改名 し 、 一 方 的 に 日 本 の 一 部 に 組み 込み まし た 。 | 
| そし て アイ ヌ 民 族 の 言語 や 生活 文化 を 禁じ 、 同 化 政策 を 推し 進め て いき まし た 。 その 結果 、 困 徐 に 
骨 っ た アイ ヌ 民 族 を 「 保 護 ] する た め に 、1889 年 [北海道 旧 土 人 保護 法 ] を 制定 し まし た が 、 こ の 法 
律 は 、 ア イヌ に 定着 展 耕 を 強制 し 、 日 本 語 に よる 教育 な ど を 通じ て 日 本 人 化 を 進め る も の で し た 。 
| この 法律 は 、 ア イヌ 民族 か ら 廃止 の 声 が あめ が っ て いた に も か か わら ず 1997 年 に 、「 ア イヌ 文化 振 思 
0 法 ] が 成立 する まで 残っ て いま し た 。 
アイ ヌ 民 族 は 、「 ア イヌ が 日 本 の 先住 民族 で ある 」 こと を 認め る よう 日 本 政府 に 対し て 求め て き 
まし た 。 し か し 日 本 政府 は これ まで 、 そ れ を 否定 し て きま し た 。 8007 年 9 月 、「 先 住民 族 の 権利 に 関 
| する 国連 宣言 ] が 採択 され 、 日 本 社会 の 中 で も アイ ヌ 民 族 の 先住 権 を 認め よう と いう 動き が 強く な 
請 り 2008 年 6 月 、 国 会 で 「 ア イヌ 民族 は 日 本 の 先住 民族 で ある 」 こと が 満場 一 致 で 決議 され まし た 。 
て の 決議 を 受け て 、 北 海道 ・ ア イヌ モ シリ が どう 変っ て いく の か 、 世 界 の 人 た ち が 注目 し て いま す 。 


| 市 民 ウ イー クス 倫 


北海 道 ・ ア イメ モ シ リ は 、 日 本 の 面積 の 約 5 分 の 1 を 占め る 伺 で す 。 
人 口 は 、560 万 人 (2007 年 4 月 ) 。 日 本 の 総 人 口 の 4.499 に あたり ます 。 

人 口 は この 5 年 間 で 1% ほ ど 減 少し て いま す 。 人 口 の 3 分 の 1 に あ 
た る 188 万 人 が 札幌 市 に 集中 し て いま す 。 北海 道 : ア イヌ モ シ リ に は 
180 の 市 町 村 が あり ます が 、 人 口 が 増え て いる の は 82 市町村 だ け で 、 
ほとん どの 市 町 村 で は 人 口 が 減っ て いま す 。 その 結果 、 札 幌 市 と そ 
の 周辺 へ の 人 口 の 一 極 集中 が 進ん で いま す 。 


(2007 生 4 月 下 その 一 方 で タ 拓 市 や 台 志 内 市 な ど 旧 導 地 で は 人 口 が 、 毎 年 0 
% 近 く 流 っ て いま す 。 また 、 人 口 の 8096( に あたる 約 450 万 人 が 都市 | 
NE 部 に 集まり 、 そ の 割合 が 高く な っ て いま す 。 


人 口 を 年 齢 別に 見 る と 、15 歳 未満 が 全体 の 18・8%6、65 旗 以上 が 
21・49% で す 。 人 口 の 高齢 化 が 進む と 同時 に 、 少 子 化 傾向 も 進み 出 
生 率 は 東京 に 次 いで 低い 水準 に な っ て いま す 。 


72 人 / 平 方 キロ メー トル 


づ 


北海 道 ・ ア イヌ モ シ リ は 、 日 本 の 中 で も 豊か な 自然 が 残っ て いる 島 で 
す 。 日 本 全体 の 自然 林 の 5996 が 北海 道 に 分 布 し て いま す 、 北 海道 の | 
70% が 森 杯 に お お われ 、 そ の 67% が 自然 林 だ と 言わ れ て いま す 。 6 つの 
国立 公園 、5 つ の 国定 公園 、12 の 道 立 自 然 公園 が あり 、 北 海道 全体 の 面積 | 
の の 10% を 占め て いま す 。 そこ に は 山岳 や 湖沼 、 湿 原 、 河 川 な ど が あり 、 た くさ 
ん の 野生 動物 が 住み 、 自 然 の 美しい 風景 を 目 に する こと が で きま す 。 ま た 、 釧 牙 温 
原 や 別 守 辺 湿原 な ど 日 本 を 代表 する 広大 な 湿原 も 数 多く 残っ て いま す 。 | 
し か し 、 こ の よう な 豊か な 生 慈 系 が 、 森 林 供 採 や 河川 の 直線 化 、 ダ ム 建 設 な ど に よっ て 深刻 な 危機 
に 直 両 し て いま す 。 いま 、 サ ン ル ・ ダ ム や 平取 ダム 、 当 別 ダム と 三 つ の 大 ダム 建設 計画 が 進め られ て | 
いま す 。 いずれ の ダム も 目的 が は っ きり し て いま せん 。 そし て 何より 、 ダ ム 建 設 に よっ て 河川 の 生態 | 
系 や 生物 の 多様 性 が 破壊 され る 可能 性 が 高い も の ば か り で す 。 
20 万 へ ヘクタール あ っ た 湿原 も 、 農 地 や 牧草 地 開 発 、 宅 地 化 な ど に よっ て 、 こ の 40 年 間 で 約 3 分 の 
] に 減り まし た 。 森 林 に つい て も 、 木 材 生産 の た め の 伐採 が 続け られ て お り 、 法 律 に 違反 し た 伐採 も 
後 を 絶ち ませ ん 。 2007 年 に は 大 寺山 国立 公園 の 天然 林 の 一 部 が 切ら れ 、 希 少 動物 の 生息 に 大 き 
な 影響 を 与え まし た 。 北海 道 の 豊 か な 自然 を 守る こと が 、 い まほ ど 重 要 に な っ て いる 時 は あり ませ ん 。 


(5 市 民 サミ ツ ト 用 0 上 ので 3。 表 放 れ る こと が あり まま の で ウブ ザイ (ttp/wwrkitay hokkeidonet の で ご だ SC。 


ニン グ シ ン ポ ジウ ム 


7: 
「 人 々 の 声 を 世界 に 回 か せる 」 


歓迎 レセ 


全 7 月 6 日 (日 )13:00~-17:00 Fi 征 請 7 月 6 日 (日 ) 18:30 一 20:30 


無 料 


4.000 円 


ション セ ンタ ー 特 別 会 議場 人 記 : 半 札幌 コン ベン ショ ン セ ンタ ー 特 別 会 議場 


フエ リン カレ ー バ 、 シ ャ パン ・ ム パ 


【 主催 ueEcdci 


ミッ ト NG0 フ ォ ー ラ ム /GB サ ミッ ト 市 民 フォ ー ラ ム 北 海道 


アフ リカ ンダ ンス ・ ア イヌ アー トミ ュー ジッ ク な どの ステ ー ジ パフ ォ ー 
マン ス を 予定 


会 01 1-206-4674 


INGO の 政策 提言 : 市 民 の 声 を GB サ ミッ ト に 


入間 当 7 月 7 日 (月 ) 10:00-12:30 
(hs E 得 
人 震 革 札 帆 コン ベン ショ ン セン ター 104 


【 主催 1 GB NGO Platform Network (JANIC) 
人 03-5292-291 1 


【 ス ピー カー (予定 )] 

・Dennis Howlett(Make Povery History Canada) 
・Nasserle Carew (Interaction) 

・Sylvain Browa (Interaction) 

・Sergio Marelli (Associazione NGO ltaliane) 
・Ohashi Masaaki(Charperson ofJANIC) 
・Shimosawa Takashi(Secretary General ofJANIC) 


- 不 正 な 債務 、 環 境 債務 と は 7? 一 


7 月 7 日 (月 ) 10:00-12:30 細 骨 
口 

個 補 押 料 
( 軸 琶 玉 帽 コ ン ベ ン ショ ン セン ター 105 

E 主 [市 ジュ ピリ ー サ ウス 、 

( 特 活 ) アジ ア 太平 洋 連 料 セン ター(PAHC) 

アタ ッ ク ジ ャ パン 
人 な 08-5209-3445(FAHC) 


「 借 り た お 金 は 返す べき 」 、 

で は 「 誰 が 何 を 誰か ら 借 り て いる ?」 

重い 債務 (一 借金) を 抱え た 途 一 方 、 南 の 市 民 社 
会 か ら 「 私 た ち は 何 も 借 り て いな い | と 。 ど うい うこ と だ ろう ? 
【 主 を な スピー カー] 

Lidy B. Nacpl 氏 

(ジュ ビリー サウス: 債務 問 題 に 取り 組む お 、 ア ジア ・ ア フリ カラテ 
ン アメ リカ 各地 域 の 国際 的 な ネッ トワ ー ク ) 


一 市 民 サ ミッ ト 2008 を 応援 し て いま す 一 - 


お か げき まで 人 (周年 


ノ ク ク バン バー グレ スト ラン 


イラ ク の 現状 と G8 語 国 の 責任 と 役割 を 問う 


7 月 7 日 (月 ) 10:0012:30 
電 証 選 折 科 
札幌 コン ベン ショ ン セン ター 201 


《 組 琶 半日 本 国際 ボラ ンティア セン ター(JVC) 
人 な 03-3B34-2388 


JVC と Jim-Net か ら イ ラク の 現状 を 報告 し 、 
G8 諸 国 の 責任 を 問い 、 今 後 の イ ラク に 市 民 
と し て どう 関わ る べき か を 考え る 。 


表現 アー ト に よる 環境 ・ 人 権 ワ ー ク ショ ッ プ 「2050 年 か ら の メッ セー ジ 」 


細 計 7 月 7 日 (月 ) 10:0012:30 
無 料 
仁礼 幌 エル ブラ ザ 環 境 研修 室 

人 身 売 買 禁 止 ネ ットワーク 

で 080-8856-578 ら 


財団 法人 日 本 ユニ セ フ 協 会 北海 道 支部 、 
国際 移 信 機関 


世界 市 民 の 声 -- 貸 困 を な < くす た め に 一 


語 7 月 7 日 (月 ) 1000-1e:s0 細 き 
居 証 雪 舞 料 


この ワー クシ ョ ッ プ で は 、 人 身 売 買 問題 と 地球 環 
境 問題 の つなが り を 表現 アー トワ ー ク や ビジ ュ ア ル 
素材 を 通じ て 学び 、2050 年 の あな た か ら 今 の あな た 
に 向け た 「 あ な た に で きる こと 」 メッ セー ジ を 作り ます 。 
[ファシリテーター】 

森田 明彦 (東京 工業 大 学 特 任 示 授 ) 


世界 の 質 困 を 終わ ら せ る た め に 、 各 国 の 市 民 社 会 、 
NGO は いま 、 何 を 求め る の か 。 GB の 資 任 、 ミ レニ アム 開 
発 目 様 (MDGs) 、 新 た な る 課題 (食料 、 気 候 変動 革新 
的 資金 メカ ニズム 、COPD な ど )、 そ し て 市 民 社 会 の 役割 
に つい て 、 円 車 形式 の 参加 型 で 議論 し 、「 札 幌 宣言 ] を 
採択 し ます 。 
【 ゲ スト 】 ノエ リン ・ カ レー バ (エイ ズ 支 援 機構 ・ ア クシ ョ ン 
エイ ドリ ウガンダ ) 、 角 岡 路 矢 (JVC) ほか 


グロ ー バ リゼ ーション の 深まり の 中 で 、 発 展 途上 国 
に は FTA に よる さら な る 自由 化 の 波 が 押し 寄せ て い 
ます 。 外国 資本 に 依存 し た 開発 政策 の 中 で 女性 学 
働 者 は その 先端 に 立た され 、 グ ロー バル な 資本 の 動 
き に 翻弄 され て きま し た 。 こ うし た 中 で 、 女 性 た ちの 権 
利 は 、 雇 用 は 、 命 と 健康 は 、 ど の よう に 守ら れ て いく の か 、 
議論 し ます 。 


7 月 7 日 (月 ) 10:00-12:40 1 
未 定 


アジ ア 女 性 労働 者 委員 会 (CAW) 
男 04-2949-5231 


まま っ 者 - ュ ーー 
※5 月 20 日 現在 の 情報 で す 。 変更 され る こと が あり ます の で ウェ ブサ イト (http://www.kitay-hokkaido.net/) で ご 確認 くだ さい 。 市 民 サ 3 4 ト 給 


世界 と 日 本 で 動き だ す 国 了 連 誤 税 ( 和 取引 開発 税 ) 新しい 開発 創設 と 投稿 マネ ー の 抑制 


写真 展示 温暖 化 と 開発 に 追わ れる ナ キ ウサ ギー 水 河 期 の 生き 残り 


細 玉 7 月 7 日 (月 ) 13:0015:30 紀和 
但 琴 委 無 料 
( 舞 琶 症 礼 帽 コン ベンション セ ンタ ー 103 


ナ キ ウサ ギ ぶ ふぁん くら 点 
人 01 1-881-3348 


北海 道 の 大 雪山 や 日 高 の 山 に すむ お エゾ ナ キ ウ 
サギ は 、 今 、 開 発 と 温暖 化 の 偶 成 に きら され 、 生 候 
地 が 狭まり つつ あり ます 。 ナ キ ウ サ ギ の 貴重 な 写真 
と パネ ル の 展示 に より 、 危 機 に ある ナ キ ウサ ギ の 実 
態 を 説明 し ます 。 


勝ち 組 で も 負け 組 で も な い 、 も う 一 つの 方 向 と は ? 格 差 を 日 本 と 世界 か ら 考え る 


押 間 当 7 月 7 日 (月 ) 13:00-15:30 
計 無 料 
札幌 コン ペン ショ ン セ ンタ ー 105 


E 守 [日 生活 押 骨 人 連合 会 攻 部 会 
に ませ 合 03-3497-9177 


世界 の 食糧 危機 : 対応 と 解決 


箇 症 当月 7 日 (月 ) 13:00-15:30 
未 定 
し ュ ン 


ヨン セン ター 106 


食糧 主権 に 関す る アジ ア 太平 洋 ネッ トワ ー ク 


人 03-5892-291 1 (JANC) 


格差 は 日 本 に も 世界 に も ある 、 で も 世界 を 勝ち 負 
け だ け で 分 析 す る の は 間違っ て る ! 勝 ち 組 で も 負け 
組 で も な い 、 も う 一 つの 方 向 と は ? 日 本 と 世界 の 多 
彩 な スピ ー カ ー が それ ぞ れ の 立場 か ら 勝ち 負け 以 
外 の 選択 肢 を 考え る 
【 コ メン テー タ 】 
特 活 「 世 界 の 医療 団 ] 事務 局長 : プ リュ ン ・ エ フ テ ル 
日 本 生協 軍医 療 部 会 事務 局長 : 訂 谷 恵三 
他 NGO 関 係 者 、 国 連 机 関 職員 、 大 学 教員 等 を 中 心 に 調整 中 


グロ ー バ ル ガ バ ナン ス 再 考 :GB8 サ ミッ ト の アカ ウン タビ リティ を | 


7 月 7 日 (月 ) 13:00 一 15:30 
介 証 選 無 料 

札幌 コン ベン ショ ン セ ンタ ー 小 ホー ル 
日 本 国際 ボラ ンティア セン ター(JVC) 、 


アク ショ ン エ イド ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル 
合 03-3834-2388 (JVC) 


【 ス ピー カー (予定 ) 】 
John Samuel(Action Aid) 他 
JVC、ATTAC、Jubilie South か ら 。 


細 : 記 7 月 7 日 (月 ) 13:00-15:30 
5o0 円 
偏 認 門 由 コ ン ベ ン ショ ン セ ンタ ー 801 
E 守 ' 企 ブル タモ ンド 、 日 本 リザ ルツ 、 
ト し ませ) グロ ー バ ル ・ タ ックス 研究 会 、 
選 [研究 セン ター 
で 03-3831-4983 (オル タモ ンド ) 


7 月 7 日 (月 ) 13:00 一 15:30 
未定 
札幌 コン ベン ショ ン セ ンタ ー 208 


市 民 外交 セン ター 
な 090-5198-8188 


信二 7 月 7 日 (月 )13:00~1 5:30 件 和 
本 科料 
札幌 コン ペン ショ ン セ ンタ ー 204 


国 陽 境 NGO FoE Japan 
人 な 03-6807-7217 


世界 の 邊 困 や 地温 明 化 に 対 抽 する 資金 が 圧 個 的 に 不足 し て い 
る な か で 、 国 際 的 に 国際 基 培 の ひと つ で ある 通貨 取引 開発 税 が 新 
た な 次 人 浅 と し て 注目 され て き て いる 。 日 本 で も この 2 月 に 部 党 泊 の 「 国 
朗 連 表 設 を 求め る 議員 館 明 ] が 朗 立 され た 。 一 方 、 こ の 税 が 次 
全 源 と いう こと だ け で な く 、 度 綴 物 市 場 で の 価格 高 の 要 団 で あ 
る 投稿 マネ ー の 抑制 に ち つ な が る の は な いか と いう 期待 も 高まっ て い 
る 。 本 ワー クシ ョ ッ プ で は この 税 の エッ セン ス を 学び つつ 、 そ の 実現 に 
つい て 討論 を 行う 。 

【 主 を 発言 者 

・ 上 村 育 (千葉 大 学 地球 柱 社 研究 セン ター 準 教授 ) 

・ 田 中 科 二 (オル タモ ンド 事務 局長 ) 他 


先住 民族 サミ ッ ト の 成果 を 踏ま え 、 気 候 変動 政策 が 先 
住民 族 に 与え る 影響 や 、GB の よう な 大 国 に よる 意思 決 
定 過程 に つい て 、 昨 年 採択 され た 先住 民族 の 権利 に 関 
する 国連 宣言 の 内 容 を 踏ま えな が ら 、 先 住民 族 の 視点 を 
伝え る 。 ま た 、 国 会 に お ける アイ ヌ 民 族 を 先住 民族 と 認定 
する 決議 の 持つ 国際 的 な 意味 を 概観 し 、 ア イヌ 民族 の 要 
求 と 、 政 府 や 市 民 社 会 に 求め られ る 対応 を 論じ る 。 

【 講 演者 予定) 】 
先住 民族 サミ ッ ト 参 加 者 、 上 村 英 明 、 木 村 真 希 子 


・ オ ンダ ンカ クサ と は : 国 際 束 境 NGO FoE Japan 小野 寺 め ゆう リ 
ソイ オ 稀 料 問題 に お ける オン ダン カク サザ : パ イオ マス 産業 社会 ネ 
ットワーク (BIN) 泊 み めき 氏 

・ 閑 林 洲 少 対策 (REDD) に お ける オン ダン カク サ : 国 際 環 境 
NGO FoEJapan 中 澤 健 一 

・ オ ンダ ンカ クサ と 世界 銀行 :Friends of he Earh US Karen 


ン 「 気 條 変動 問題 に お ける GB の 責任 と 役割 と は : 
小野 寺 め うり 、 泊 みゆ き 氏 、 中 混 健 一 、Andrey Laletin 氏 (Global 
Forest coaliion) 、Karen Orenstein 氏 


一 市 民 サ ミッ ト ら 008 を 応援 し て いま す 一 - 


自治 労 北 海道 本 部 
代表 三浦 正道 


札幌 市 北 区 北 6 条 西 7 丁目 


TEL:011-747-3811 FAX:011-700-2053 
http://wwwrjichiro-hokkaido.gr.jp/ 


市 民 サミ ツ ト 20 の mWg。 計 れる こと が ちり ます の で ウェ ブ ジ イド (http/wwwkitay hokkaidone) で ご 太朗 くだ さい 。 


イン フォ ー マ ル セク ター の 女性 労 側 者 


細 : 7 月 7 日 (月 ) 13.30ー-16:00 仙 き 
| HE 拓 コ 
還 琶 北海 人 大 学 学術 交流 会 館 第 3 会 議 室 


( 主催 | CAW (アジ ア 女 性 労働 者 委員 会 ) 
契 04-2949-5231 


世界 的 に 雇用 の 柔軟 化 が 進む 中 で 、 女 性 た ち は 
より 不安 定 で 労働 者 の 権利 や 社会 的 保護 か ら 排除 
され た イン フォ ー マ ル セク ター に 流れ 込ん で いま す 。 
農村 の 招 困 か ら 押し 出さ れ た 移住 労働 者 は 、 都 市 の 
イン フォ ー マ ル セク ター に 生活 の 組 を 求め て いま す 。 
し か し 、 女 性 た ち も 負 け て は いま せん 。 各 国 の 女性 た 
ちの 経験 を 学び あい ます 。 


洞爺 湖 サミ ッ ト は 気候 変動 問題 に いか に 立ち 向かえ る か が 。 


信 当 証 7 月 7 日 (月 ) 1400-1700 幼き 
位 記 幸 500 円 

【 会 9 記し =PAA 
008 年 GB 


気候 ネッ トワ ー: 
人 な 03-3406-5180 


ING0 フ ォ ー ラ ム 野 境 ユ ニッ トノ 


クス ファ ム ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル 


ヨン セン ター 特別 会 議場 


国際 的 な 視野 か ら 見 た 日 本 の 温暖 人 対策 の 情勢 と 
課題 に つい て 報告 し 、 今 後 の 温 暖 化 対策 に お ける 
日 本 と 各地 域 と 市 民 の 今後 の 役割 に つい て 議論 し 
ます 。 

【 主 な スピ ー カ ー] オル デン ・ メ イヤ ー 氏 (アメ リカ ) 、 
浅 賠 美恵 氏 (気候 ネッ トワ ー ク 代表 ) 、 鮎 川 ゆ りか 氏 
(NGO フ ォ ー ラ ム ) 


オ 
「Actian Now: 今 すぐ 世界 の 竣 困 を 終わ ら せ よ う 」 


箇 語 7 月 7 日 (月 ) 16:0018:30 
無 料 

計 札 幌 コ ン ベ ン ショ ン セン ター 104 
『ー ナ ショ ナル 


オッ クス ファ ム ・ イ ンタ 
容 03-5817-0801 


世界 の 貧困 を な くす た め の オ ックス ファ ム 
の 活動 に 関す る 公開 セッ ショ ン 。 

スピ ー カ ー に よる プレ ゼン テー ショ ン お よび 
参加 者 と の 質疑 応答 を 行い ます 。 


一 市 民 サ ミッ ト ら 008 を 応援 し て いま す 一 - 


生活 クラ ブフ 生活 協同 組合 


* 北 海道 


理事 長 船橋 奈穂 美 


札幌 市 西区 発寒 9 条 13 丁 目 1-10 


TEL:011-665-1717 FAX:011-665-2325 


http://WwW.s-coop.or.jp/ 


日 イ 友 好 50 周 年 、 い ま 日 本 の 援 且 を 問い 赴 す より 


細 間 7 月 7 日 (月 ) 16:0018:30 名 
無 料 

( 男 = 半 帆 コン ベン ショ ン セ ンタ ー 105 
イン ド ネ シア の 開発 に 関す る 


国際 NGO フ ォ ー ラ ム (INFID) 
会 03-5319-4470 (NINDJA) 


ODA:aid policy in Asia 


7 月 7 日 (月 ) 16:0018:30 

未 足 

( 縛 : 屋 六 礼 帽 コン ベン ショ ン セ ンタ ー 208 
GCAP SENCA 

| キミ せ 」 (Global Call to Action against 
Southeast. North&Central Africa) 


な っ た 日 本 、 よ りり 貧し く な っ た イ 


1 スピー カー】 
Dian Kartikasari (Infid 副 代表 ) 、Wahyu Susilo 
シー ネッ トワ ー ク 揚 当 ) 

ンド ネシア に と っ て 最大 の 援助 投 資 国 あ る 日 本 は 、 イ ン フラ 難 
備 や エネ ルギー 開発 な ど 、 数 多く の プロ ジェ クト を お こ な っ て きた 。 それ 
に よっ て 、 イ ンド ネシア の 人 びと の 生活 は 豊か に な っ た の だ ろう か 7 実際 
に 過 記 を 受け て いる の は 座 な の か 7 この セミ ナー で は 、 日 本 が ODA な ど 
公約 資金 を 用 いて お こ な っ て きた プロ ジェ クト を 具体 例 と し て 取り 上 げ 、 
人 権 人 害 や 叶 破 村 な ど を も た 日 本 の 援助 に つい て 問い 直す 。 


合 03-5484 一 5977 (ほっ と け な い 世界 の まず し さ ) 


201 0 年 に 向け た ロー ド マ ッ プ ワ ー ク ショ ッ プ 


7 月 7 日 (月 ) 16:00-18:30 4 叶 

ミト 上 才 : ー 

男 証 札幌 コン ベン ショ ン セ ンタ ー 204 
NG0 フ ォ ー ラ ム 


ト ( 生 物 多 様 性 グル ー プ ) 
人 な 03-3769-177 ら 


第 10 回 生物 多様 性 条約 維 約 国会 議 が 愛知 県 開催 
され る 。2010 年 は 、 同 条約 の 2010 年 目標 の 達成 の 有無 
と 将来 計画 が 議論 され る 重要 な 年 で ある 。 既に 、 様 々 な 
団体 や 企業 、 行 政 機関 が 締約 国会 議 に 向け て 取り 組み 
を 検討 し て いる 。 し か し な が ら 各 関係 者 の 横 の 連携 も な 
いこ と か ら 相 華 効 果 を 上 げ る た め に も 、2010 年 に 向け た 
ロー ド マ ッ プ を 作り 上 げ る 必要 が ある 。 こ の ワー クシ ョ ッ プ 
で は 、 今 、 何 が 求め られ 、 何 を すべ きか 、 ワ ー ク ショ ッ プ 形式 
で ロー ド マ ッ プ を 作り 上 げ る 。 


神戸 で 開催 し た 市 民 環境 サミ ッ ト 報 千 


7 月 7 日 (月 ) 16:00-18:30 5 
無 料 
札幌 エル ブ プラザ 環境 研修 室 
E 守 : 痕 2 どり 関西 


5/24-25 に 開催 され た 環境 イベ ント を 報告 。 
「 み ん な の 地球 、 み ん な で 決め よう 一 G8 だ 
け で 決め な いで 一] を 合言葉 に 市 民 が 中 心 
と な り 神 戸 で 開催 され た 環境 サミ ッ ト を ビデ 
オ な ど で 報告 。 


0 有 20 昌 の 情報 で す 。 変更 され る こと が あり ます の で ウェ ラジ イト (Ptp77wwmwktsyhokaiaaret) で em 吉 <Eeo。 市 民 サ ミッ ト 引 


HIV/ エイ ズ に 正面 か ら 向き 合う : アフ リカ の 現場 か ら GB へ 


7 月 7 日 (月 ) 16:0018:30 
無 料 
還 古 北 泊 道 大 学 学術 交流 会 上 講堂 


( 特 活 ) アフ リカ 日 本 細 計 会 (AJF) 、 
北海 道 赤 い リ ボン カン ボ ジ ア 支援 の 会 、 
GB 女 性 人 権 フォ ー ラ ム 

合 03-3834-6908(AJP) 


第 部: アフ リカ に お ける HIV エ イズ と 女性 た ちの 取り 組み (90 分 ) 
・ ソ ェ リン ・ カ レ エ バ 氏 (ウガンダ 「 エ イズ 支援 機 構 ] (TASO) 創設 

者 ) ・ 挟 か お り 氏 (国連 食糧 農業 機関 (FAO) 、 北 海道 赤い リボン 

アフ リカ 支援 の 会 ) 

"岸田 朋 錠 氏 (( 特 活 ) 少年 ケニア の 友 ) 一 交渉 中 一 

第 2 部 GB 市 民 社 会 は いか に アフ リカ の HIV( エ イズ 問題 と 向き 合 

える か (60 分 ) 

・ サ ラ ・ パ テル リー ニ 氏 (イタ リア 「 保 人 教育 * 保 人 技 術 協 カ セン ター] 
(CESTAS)) 

・ 会 場 か ら の 質疑 応答 意見 交換 


日 本 の 大 学生 の 声 を 届け る た め に 


信 症 7 月 7 日 (月 ) 16:00 一 18:30 

無 料 

北海 道 大 学 学術 交流 会 館 第 ら 会 議 室 
( 主催 WAVOG 


(早稲田 大 学 平山 和夫 記 念 ボ ラン ティ アセ ンタ ー) 
谷 03-3203-4198 


ー 早 稲田 大 学 ボ ラン テ 


アァ センター の 取り 組み ー 
早稲 田 大 学 平山 孝夫 記念 ボラ ンティア セン ター の 取り 組 

み を 紹介 し 、 所 属す る 学生 に よる 国内 外 の ボラ ンティア 活動 

より 発信 され た 「 大 学生 に よる メッ セー ジ を 届け る 」 セッ ショ ン 

と する 。 ポラ ンティア セン ター 主催 プロ ジェ クト は 、 エ イズ な ど 

人 権 、 環 境 な ど 様々 な 分 野 で の 学生 主体 の 活動 で あり 、 実 際 

に 活動 する 学生 と アド バイ ス を 行う 教員 の 2 名 が 発表 を 行う 。 

[発表 者 ] 

兵 計時 和田 大 学 ポラ ンティア セン ター 助 才 ) 

後 放流 大 学 ま ラ ンティア セン ター 所 学生 早田 大 学 和 了 4 


北海 道 洞 郊 湖 サミ ッ ト へ の 提言 : 基 層 的 な 医療 の 無料 診療 を ! 


信 証 7 月 7 日 (月 ) 16:00 一 18:30 毎年 1 億 人 が 必要 な 基礎 的 な 医療 の 治療 費 の 
側 請 押 料 た め に 、 貧 困 層 と な っ て し まう と いう 報告 が あり ます 。 


来る 7 月 の 洞爺 湖 サミ ッ ト で 世界 の 医療 団 は サミ ッ 

( 男 3" 北 洛 道 大 学 学術 交流 全館 第 8 会 議 室 ” ト の リー ダー た ち に 、 途 上 国 の 市 民 へ 共 礎 的 な 医 
本 " \ の ほ 和 加 療 へ の アク セス を 確保 し た い 国 が 実行 で きる よう に 、 
(特定 非 活動 計 人 曖昧 さ を 残 すこ と な く 再 確認 する と 共に 、 串 者 が 治 

メド ゥ サン ・ デ ュ ・ モ ンド ジャ ポン ) 療 費 を 払わ な く て すむ と いう こと を 明白 に 言及 する 

谷 03-3585-6436 


よう 促し ます 。 


イン ド ・ バ ング ラ デ シ ュ 報 告 会 物産 展示 


に イン ド ・ パ ング ラ デ シ ュ で の 現地 活動 報告 を パワ ー ポ イン ト で 行なう 。 
時 一 19: 

因 請 当 7 月 7 日 (月 ) 17:0018:30 ボラ ンティア 

・ ス トリ ー ト チル ドレ ン 支 援 教会 お よび 自立 支援 セン ター 

・ 村 の 子ども た ちの た め の 私 立 学校 

* マ ザー ハウ ス 

【 国 際 二 流 ] 

・ イ ンド ・ パ ング ラ デ シ ュ で の 女性 国会 議員 と の 交流 会 開催 

フェ アト レー ド 1 

・ イ ンド ・ パ ング ラ デ シ ュ 物 産 展示 


現地 の コー ヒー・ 紅 未 を 飲み な が ら 、 参 加 者 と の 交流 会 


( 胃 二 六 礼 幌 コン ベン ショ ン セン ター 103 


{ 主人 ko ピー ス チャ レン ジャ ー 
会 047-338-0706 


北海 道 発 、 世 界 の 未来 


7 月 7 日 (月 ) 18:30-21:00 Pam 
無 料 
( 男 琶 札幌 コン ベン ショ ン セン ター 特別 会 議場 


GB サ ミッ ト 市 民 フォ ー ラ ム 北 海道 
Ss011-206-4674 


北海 道 ・ ア イヌ モ シリ に 、 地 球 環境 と 
自立 の 大 き な 一 歩 を 刻 も う 一 

【 ゲ スト 】 

ミニ ー・ デ ガワ ン (フィ リピ ン ) 

未定 (ビア - カ ン ペ シー ナ ) 

レイ モン ド ・ エ ッ プ ( メ ノ ビ レッ ジ ) 

黒沢 信 道 (トラ スト サル ン 釧 路 、 獣 医 ) 

[コー ディ ネー ター】 

鈴木 亭 ( 北 海道 グ リー ン ファ ンド ) 


プラ ン ・ ジ ャ パン 報告 会 「 若 者 が 変え る 、 ケ ニア の 未来 」 


7 月 7 日 (月 ) 18:30-20:00 ni 
無 料 

(制度 呈 札幌 コン ベン ショ ン セ ンタ ー 小 ホー ル 

肝 加 法人 日 本 フォ スタ ー・ ブ ラン 例会 


(フラ ン ・ ジ ャ バン ) 
谷 03-5481-6100 


ケニア か ら 来 日 する スタ ッ フ と ユー ス に よる 、 国 際 
NGO プ ラン の プロ ジェ クト 報告 環境 保護 ・ 質 困 ・ 
エイ ズ な ど に 取り 組む 青少年 の 育成 一 。 ケ ニア 東部 
の エン ブ 地 域 で 実施 され て いる この プロ ジェ クト で は 、 
10 代 か ら 30 代 前 半 の 若者 に よる 75 の 青少年 グル ー 
プ が 活動 し て いま す 。 会 場 で は 、 途 上 国 の 子ども た ち 
が 描い た 絵画 エッ セイ 「 僕 ・ 私 が 世界 の 大 統領 に な 
っ た ら 」 もど ご 紹介 し ます 。 


食糧 危機 一 国際 全 服 間 関 重い 債務 負担 が 生み 出し た 危 概 - 


信 唐 7 月 7 日 (月 ) 19:00-2100 細 き 
無 料 

札幌 コン ベン ショ ン セ ンタ ー 103 

ジュ ビリ ー サ ウス 、 

( 特 活 ) アジ ア 太 平 洋 資 料 セン ター (PARC) 


会 03-5209-3445 (PARC) 
Http://wwwjublleesouthrorg/ 


主催 


様々 な 原因 が か ら み あっ て 現在 の 食糧 大 機 が 起こ っ 
て いる 。 こ れ ま で の 国際 金融 機関 が 「 指 導 ] し て きた 途 
上 国 の 農業 ・ 経 済 の シス テム も 、 今 回 の 食糧 危機 と 深く 
か か わり あっ て いる 一 南 の NGO か ら みた 食糧 危機 。 

【 主 な スピ ー カ ー】 「 ア フリ カ か ら 見 た 食糧 危機 ]」 Demba 
Dembele 氏 (セネガル ARCADE 代 表 ) 、 [最貧 国 の 現状 
Arjun Karki 氏 (ネパール LDCWatch 代 表 ) 、 他 


一 市 民 サ ミッ ト ら 008 を 応援 し て いま す 一 


・ 
の て) ぃ 
〒061-2303 札幌 市 南 区 定山渓 温泉 西 4 本 目 
TEL.011-598-2345 
AU 
OX また 1.】 
〒047-0031 小樽 市 色 内 1 丁目 2 番 15 号 
TEL.0134-29-2345 


市 民 サミ ッ ド 


大 き な 地図 の 上 に 乗っ て 世界 の 現状 を 体感 し よう ! エンデ ィ ン ケ - ハ ンカ ー ケ ゲー ムー 


7 月 7 日 (月 ) 19:00 一 21:00 
人 : 語 講 折 料 ( 要 申 込 ) 
( 男 琶 礼 帆 コン ベン ショ ン セン ター 104 
特定 非 党 和 活動 法人 
ハン ガー・ フ リー・ ワ ー ル ド 
会 03-326 1-4700 
な 070-6665-8966 (当日 ) 


餅 が 原因 で 亡くな る 子ども 一 5 秒 に 1 人 

エン ディ ング ・ ハ ン ガ ー・ ゲ ー ム は 、 大 き な 世 界 地図 
の 上 で 12 の 国 や 地域 の 住 りき っ て 、 世 界 の 現 
状 を 体感 する 参加 型 ワー クシ ョ ッ プ で す 。 世界 で は 十 
分 な 食べ 物 が 生産 され て いる の に 、 負 鍼 が 終わ ら な 
い の は な ぜ ? ど うす れ ば 現状 を 変え る こと が で きる の ? 
先進 国 、 途 上 国 、 そ し て あな た に で きる こと を 、 ゲ ー ム 
を 通じ て 考え て みて くだ さい 。 


志 界 か ら 傘 還 を な くそ う ! ミレ ニア ム 開 発 目 三 (MDGS) 達 成 の た め に 私 た ち が で きる こと 


7 月 7 日 (月 ) 19:00-21:00 仙 

無 料 

札幌 コン ベン ショ ン セ ンタ ー 105 
特定 非常 利 活動 法人 


ほっ と け な い 世界 の まず し ぐさ 
全 03-5484-5977 


世界 の 洗 国 を 2015 年 まで に 半分 に 小 ら すこ と を 導 っ た 2000 
年 の ミレ ニア ム 開 発 目標 (MDGs) を 達成 する に は 、 先 進 国政 府 
と 先進 国 に 住む 私 た ち も 商 任 を 持っ て 行動 する こと が 必須 で す 。 
今年 は MDGs 達 成年 まで の ちょ うど 中 間 点 に あたり 、 今 こそ 私 
た ちの 行動 が 求め 5 れ てい ます 。 世界 中 の 全て の 人 が 等 し く 、 
教育 、 保 健 、 医 療 、 食 料 、 水 ・ 衛 生 な ど に アク セス し 、 尊 錠 を 持っ 
て 生き られ る よう に な る た め に 、 日 本 の 私 た ち は 何 が 出来 る で し 
ょ うか ? 国 連 ミ レニ アム キャ ン ペ ー ン の 副 デ ィ レク ター (アジ ア ・ 
太平 洋 担当 ) で ある ミナ ー・ ビ ピン プル 氏 の 元気 な トー ク と と も に 、 
この テー マ を 参加 者 と と も に 掘り 下げ ます 。 


パレ スチ ナ の 声 を 北海 道 に ! 一 世界 の 次 民 の 4 人 に 1 人 は パレ スチ ナ 人 で す 。 一 


7 月 7 日 (月 ) 19:0021:00 
無 料 
札幌 コン ペン ショ ン セ ンタ ー 201 


| 特定 非 党 利 活動 法人 
パレ スチ ナ 子 ども の キャ ン ペ ー ン 
人 な な 03-3953-1383 


世界 の 難民 の 4 人 に 1 人 は パレ スチ ナ 人 で 
す 。 難民 と な っ て か ら 60 年 が 過ぎ 、 そ の 状況 
は ます ます 厳し く な っ て き て いま す 。 現地 の 状 
況 を 映像 を 交え て 紹介 し な が ら 、 パ レス チ ナ 
難民 の こと を 考え る 参加 型 ワ ー ク ショ ッ プ で す 。 


一 市 民 サ ミッ ト 8008 を 応援 し て いま す - 一 


「 平 和 で 公正 な 世界 を 」 


ミッ ト 道 連絡 会 


代表 石田 明 義 


TEL:011-815-8181( 道 労連 内 ) 


GB サ ミッ ト に 向け た ユー スワ ー ク ツ ョ ッ プ - 


年 請 当 7 月 7 日 (月 ) 19:00~-21:00 g 

無 料 

( 軸 琶 礼 幌 コン ベン ショ ン セン ター 202 
国際 青年 環境 NGD A SEED JAPAN〆 


Japan Youth GB Projct 
会 03-5366-7484 


1 界 t タ アク ツ ョ ツ S 国 際 ボ ラ ソ ティア ・ フ ェ スタ 


【 日 5 /:M/| (月 ) 19:00-21:00 幼き 

300 円 (資料 ・ ド リン ク 代 ) 

札幌 コン ベン ショ ン セ ンタ ー204 
NICE (日 本 国際 ワー クキ ャ ン ブ セ ンタ ー) 、 
HIF (北海 道 国際 交流 セン ター) 、 
CCIVS (国際 ポラ ンティア 活動 調整 委員 会 ) 


NVDA (アジ ア ・ ボ ポラ ンティア 発展 ネッ トワ ー ク ) 
容 013B-2g-0770(HIF) 


世界 は ヨ 打 を 選び 始め た 
細 7 月 (月 )19.00-21:00 休 
人 明 笠寺 料 
舞 : 王 半 礼 賜 エル プラ ザ 環 境 研修 室 
ピー スポ ボート 


谷 03-3363-7561 
グロ ー バ ル 9 条 キャ ン ペ ー ン 


※6 月 20 日 現在 の 情報 で す 。 変更 され る と と が あり ます の で ウェ ブサ イト (http://www.kitay-hokkaido.net/) で ご 確認 くだ さい 。 


上 生物 多 析 性 の 保全 に むけ て 。 ユ ー ス 7 カ が 世界 を 勤 か す … 


GB サ ミッ ト に 向け て 、 北 海道 に 集まっ て きた 日 本 と 世 
界 の ユー ス が 、 問 題 の 報告 を 行い ます 。 問題 解決 に む 
けた それ ぞ れ の 活動 と 思い を 共有 し 、 持 続 可能 な 世界 
に むけ て ユー ス の 声 を 発信 し ます 。 日 本 と 世界 の ユー ス 
を 集め た 開催 し た World Youth Forum (http:/WwW. 
youthsummitlapan.com) の 報告 ・ 温 暖 化 の 被害 を 
目の当たり に し て きた 「 北 極 青年 大 使 ] か ら の 報告 を 
予定 し て いま す 。 


七夕 の 夜 、 ス テキ な 地球 色 の ひと 時 を 
過ごし ませ ん か ?. 

1) 世界 モタ アク ショ ン : 短 冊 に 「 温 明 化 防止 ・ 私 の 行動 !」 
を 書い て 頂き ます 。 世界 中 か ら 集まっ た 短冊 と 共に 世界 
各地 で 展示 され ます 。 

2) 国際 ボラ ンティア 活動 の 紹介 :GB 各 国 や イン ド ネシア 
の NGO リ ー ダ ー も 出演 し て 、 環 境 保護 や 教育 文化 * 開 
発 な ど 、 誰 で も 参加 で きる 活動 を ご 組 介 。 

3) 地球 文化 体験 : 各 国 の ゲー ム や ダン ス 、 お 茶 や お 菓子 
等 を 五感 で 楽し め ま す 。 


今年 5 月 に 開催 され 、 世 界 中 か ら 53 万 人 の 人 々 
が 集まっ た 「9 条 世界 会 議 ] の 報告 を 行う 。 
【 発 言 者 】 
川崎 哲 ( 日 本 ) 
メレ ディ ス ・ ジ ョ イス (オー スト ラリ ア ) 、 他 


庄野 真 代 鈴木 一 平 に よる オル タナ ティ ブ ・ コ ン サ ー ト 


7 月 7 日 (月 ) 19:0021:00 

億 記 選 押 料 

クリ スチ ャ ン セ ンタ ー 
特定 非 営利 活動 法人 


国境 な き 楽 団 
人 な 03-3462-2007 


NPO 法 人 国境 な き 楽団 の 代表 で ある 歌手 の 庄野 真 
代 と 、 北 海道 で 活躍 する アー ティ スト の 鈴木 一 平 に よる ア 
コー ステ コン サー ト 。 

音楽 で で きる は 、 人 々 の 心 を つなぐ こと 。 世界 に た っ た 
ひと つの この 地球 が いつ まで も 健やか で ある よう に ・…、 ひ 
と り ひ と り の 声 が 重なり 、 想 い が 広 が る 瞬間 を 参加 者 と と 
も に 創り ます 。 音楽 の ある 空間 ・ 時 間 の 中 で 、 誰 も が 未来 
へ の メッ セン ジャ ー な の だ と 感じ る こと 、 そ れ が オル タナ ティ 
ブ : コ ン サ ー ト ! 


ーー AN Y アデ 


「 地 球 の ステ ー ジ あり が と う の 物語 」 上映 会 


7 月 7 日 (月 ) 19:00-et:00 幼き 
大 人 800 円 ・ 学 生 500 円 
北海 道 大 学 学術 交流 会 館 講堂 
地球 の ステ ー ジ あり が と う の 物語 
上 映 員 会 
全 080-6092-3144. 


内 か ら 世 界 は 変え られ る 」 


7 月 7 日 (月 ) 19:00-21:00 Pan 
無 料 

個 北 泊 道 大学 学術 交流 会 館 第 3 会 議 室 
日 本 リザ ルツ 


谷 03-6439-1864 


劇場 末 公開 「 地 球 の ステ ー ジ あり が と う の 物 語 」 
を 上 映し ます 。 

医師 ・ 又 山 紀 彦氏 が 子ども た ちの 輝く いのち を 伝え 続 
ける 「 地 球 の ステ ー ジ 」 。 その 活動 を 追っ た ドキ ュ メン タリ 
ーー が 映画 に な り まし た 。 東 テ ィ モ ー ル 、 フ ィ リ ピン 、 カ ン ボ 


ジア 、 ク ロア チア 、 パ レス チ ナ 。 彼ら の 声 を 響かせ る た め に 、 


ビー ス メ ッ セ ー ジ を 募集 し て いま す 。 北海 道 で 初 の 上 映 ! 
すべ て の 人 達 が 安心 し て 暮らす こと の で きる 平和 な 地球 
の た め に 、 市 民 サ ミッ ト の 場 で 一 緒 に 観 ませ ん か ?. 


パル イシ ュー と NGO の 取り 組み 


本 年 は 5 年 に 一 度 開催 の アフ リカ 開発 会 議 、 
G8 が 共に 開催 され 日 本 政府 の リー ダー シッ プ が 
問わ れる 重要 な 1 年 で ある 。 日 本 に ある 国内 ・ 国 
際 NGO の 取り 組み 、 ま た 日 本 で 山積 し て いる 問 
題 や 、 日 本 が すでに 克服 し て きた 問題 を 通し て 世 
界 に 貢献 で きる こと を 参加 団体 、 ゲ スト スピ ー カ ー 
それ ぞ れ の 見 解 を 交え 提言 する 機会 と し た い 。 


夕張 か ら 考え る 一 債務 と 貸し 手 の 責任 を 問う 


7 月 8 日 ( 火 ) 10:0012:30 ei 
50O 円 

札幌 コン ベン ショ ン セ ンタ ー 104 
さっ ぽ ろ 自 由 学 校 [ 遊 ] 


人 き 01 1-252-675 ら 
Jubilee South APMDD 


先進 国 ・ 可 上 国 の FTA (自由 暫 易 陣 定 ) を 
者 応 する : ア セア ン と 日 本 


7 月 8 日 ( 火 ) 10:0012:30 
未 定 
札幌 コン ベン ショ ン セ ンタ ー 105 


食糧 主権 に 関す る アジ ア 太平 洋 ネ ットワーク 
富 03-5282- ら 91 1 


北海 道 ・ タ 張 市 の 「 財 政 破 紀 ] は な ぜ 起 きた の か 。 その 原 
因 を 歴史 を さか の ぼっ て 考え 、 お 金 を 貸し 付け て きた 側 の 責 
任 を 検証 する 。 

に 、 い ま タ 張 で 何 が 起き て いる か 、 そ の 現実 に つい て 
し て 、 こ の 夕張 | 問題 を 、 南 の 人 びと が 経験 し て 
きた 債務 問題 と 重ね て 考え 、 南 の 人 た ちの 債務 想 消 し 運動 
か ら 私 た ち が 何 を 学べ ば いい の か に つい て 明らか に する 。 
は ピ ー カ ー】 リ デ ィ ・ ナ クビ ル (Jubilee South)、 西 村 宣 彦 ( 北 
海 学園 大 学 ) 、 本 田 雅 和 (朝日 新聞 社 (予定 )) 


※6 月 20 日 現在 の 情報 で す 。 変更 され る こと が あり ます の で ウェ ブサ イト (http://wwwkitay-hokkaido.net/) で ご 確認 くだ さい 。 市 民 っ 辺 ト 績 


みんな で 作ろ う 手作り キト! - 計 指 出 産 で 上 く な る お B さ ん を 浅 5 す た め 、 今 、 ひ と DUCD が で きる て と 。 


7 月 8 日 ( 火 ) 10:0012:30 
無 料 
全 朗 : れ 幌 コンベンション セ ンタ ー 201 


(時 ) ジョ イセ フ ( 放 計画 国有 団 ) 
人 な 03-3268-5B75 


途上 国 で は 1 分 間 に 一 人 の 女性 が 妊娠 ・ 出 産 が 原因 
で 亡くな っ て いま す 。 妊産婦 と 生ま れ て くる 赤ちゃん の 命 
を う た め に 私 た ち は 何 が で きる で し ょ うか 。 イベ ント で は 、 
在 娠 ・ 出 産 が 原因 で 亡くな っ た 女性 へ の 追悼 の 思い と 安 
全 な 妊娠 ・ 出 産 へ の 願い を 込め て 作ら れ た キル ト を 展示 
し ます 。 ま た 、 参 加 者 の みな さん と 一 緒 に キル ト を 作り 、 札 
幌 か ら 世 界 へ 安全 な 妊娠 ・ 出 産 を 願う メッ セー ジ を 発信 し 
て いき ます 。 途上 国 の 女性 の 現状 と NGO の 取り 組み に 
つい て も 写真 で 紹介 し ます 。 


BCAP セ ッ シ ョ ン 「2008:a chance for action against obal poverty」 


年 語 当 7 月 8 日 ( 火 ) 10:00-12:30 


セン ター 小 ホ ー ル 


人 S03-581 7-0801 
(オッ クス ファ ム ・ ジ ャ パン ) 


細 朗 7 月 B( 炎 )10.00-1g:30 細 き 
側 表 選 押 料 


ヤン ペー ンチ ー ム 
人 で 03-3208-7863 


GCAP (ジー キャ ッ プ : 貧 困 を な くす た め の 
グロ ー バ ル ・ コ ー ル ) に よる 公開 セッ ショ ン 。 

スピ ー カ ー に よる プレ ゼン テー ショ ン お よび 
参加 者 と の 質疑 応答 を 行い ます 。 


キャ ン ペ ー ン 活動 と 地球 規模 課題 の 「 つ 
な がり] が テー マ で す 。 日 本 と 世界 の キャ ン 
ペー ン 活 動 に つい て 、 地 球 規模 の 問題 の 「 つ 
な が り ] に つい て 理解 を 深め ます 。 パネ ル デ 
ィ ス カッ ショ ン と 参加 型 の ワー クシ ョ ッ プ を 行 
いま す 。 


- 一 市 民 サ ミッ ト 2008 を 応援 し て いま す 一 


北海 道 平和 運動 フォ ー ラ ム 


代表 杉 山 さか 多 
代表 江本 秀 春 
代表 住友 業 


札幌 市 中 央 区 北 4 休 西 1 丁目 TEL:011-231-4157 


介 市 民 サミ ウド 
誰 だ っ て 平和 に 生き た い 


人 権 ・ 平 和 の 視点 か ら G8 サ ミッ ト の 議題 や 


7 月 8 日 ( 火 ) 10:00 一 12:30 Ga 回 債 の あり 方 を 問う 。 
未定 [発言 者 】 
( 男 計 " 唐 卓 コン ベン ショ ン セン ター 504 『 uc 
0 ウッー ラ ムコ ニッ ト "高橋 清 

人 な 03-3363-7561 (JVC) 、 他 


クロ ー ジ ング ・ シ ン ポ ジウ ム 「 世 界 は 、 き っ と 、 変 えら れる 」 
7 月 8 日 ( 火 ) 14:00~1 6:30 軸 
無 料 


(本 認 T れ コ ン ベ 
( 主催 』 6008 年 G8 サ ミッ ト NGD フ ォ ー ラ ム 、 
GB サ ミッ ト 市 民 フ ォ ー ラ ム 北 海道 
容 01 1- ら 06-4674 


【 ス ピー カー】 


27 タニ 本 可 人 ・ 星 野 昌 子 
セン ター 特別 会場 (500a 年 Gg サ ミッ NGO フ ォ ー ラ ム 代表 ) 


他 多数 の 予定 
G8 市 民 
メデ ィ ア セン ター 


一 市 民 サ ミッ ト 2008 を 応援 し て いま す 一 - 


連合 北 海道 」 月 0 か 57 朋 no まで 
4 和則 市 に 8> 所 の 市 民 メデ ィ アセ ンタ 
会 長 高柳 薦 | 培 計 ogsp、Noo/ 市 


民団 体 に よる 記者 会 見 場 が 開設 され ます 。 


を G8 市 民 メ ディ アセ ンタ ー 札 帆 実 行 委 員 会 
http://cmcsapporo.org/ 

全 GB メ ディ アネット ワー ク 
http://gBmedianetwork.org/ 


9 時 年 
文人 全 に よる 団体 全 用 のみ 


文 午前 9 時 一 午後 5 時 
( 細 前 登録 者 は 24 時 間 作 業 が 可能 ) 


※6 月 20 日 現在 の 情報 で す 。 変更 され る こと が あり ます の で ウェ ブサ イト (http://www.kitay-hokkaido.net/) で ご 確認 くだ さい 。 


N / ア 


文 ー バス セン ター 前 
大 通 すき 大 通 


西 11 丁 目 還 F 


すす き の すす き の 
た 
に 4 白石 
回 
昌和 2/ 
相 平 橋 包 、 
基き 半 両 2 上 
朋 ま 
中 内 こ 
き 
L 2 間 間 
PF xrsxec で 7 証 上 2 


市 民 メ ディ アセ ンタ ー 北 海道 大 学 

札幌 市 北 区 北 8 条 西 7 丁目 北海 道 大 学 クラ ー ク 会 館内 (札幌 駅 下車 徒歩 10 分 ) 

市 民 メ ディ アセ ンタ ー 西 18 丁 目 

札幌 市 中 央 区 北 3 条 西 17 丁 目 2-36 (東西 線 西 18 丁 目 駅 下車 徒 歩 10 分 ) 

市 民 メデ ィ ア セン ター 天神 山 

札内 市 豊平 区 平岸 2 条 18 丁 目 1-2 | 上 天神 山国 際 ハウ ス 内 (南北 線 浴 川 駅 下車 徒歩 10 分 ) 


ELIP や や や 555 


で ウェ ブサ イト (http://www.kitay_hokkaidonet/) で ご 確認 くだ さい 。 


市 民 G8 ウ ィ ー ク ス 、 市 民 サ ミッ ト 2008 に 協賛 ・ 助 成 いた だ いて いる 企業 ・ 団 体 


(50 音 順 ・6 月 20 日 現在 ) 


秋山 物流 サー ビス 株 式 会 社 

株 式 会 社 ア シス ト 

株 式 会 社 ア レフ 

株 式 会 社 イ ー ラ イフ 

株 式 会 社 ウ イン グ 

うし ろ 木 クリ ニッ ク 

特定 非 営利 活動 法人 NPO 推 進 北海 道 会 議 
財団 法人 大 竹 財団 

農事 組合 法人 鴨川 自然 王国 

株 式 会 社協 和 エ クシ オ 

特定 非 営利 活動 法人 国連 クラ シッ クラ イブ 協会 
財団 法人 札幌 国際 プラ ザ 

特定 非 営利 活動 法人 札幌 チャ レン ジ ド 
沙流 川 を 守る 会 


特定 非 営利 活動 法人 参加 型 シス テム 研究 所 
シア ター キノ 

自治 労 北海 道 本 部 

株 式 会 社 シテ ィ イリ ンク ス 

株 式 会 社 昭和 ビル 

真名 苑 

生活 クラ ブ 生 活 協同 組合 北海 道 

セブ ン ・ イ レブ ン み どり の 基金 

株 式 会 社 セ リオ むす め や 

大 松 株 式 会 社 

株 式 会 社 千野 米穀 店 北 32 条 店 

寺岡 ファ シリ ティ ー ズ 株 式 会 社 

日 興 コ ー デ ィ ア ル 証 券 株 式 会 社 札幌 支店 
ぬく も り の 宿 ふる 川 


株 式 会 社 ノ ー ス プラ ン 
会 社 バ イオ ラフ ァ ー 

ふ ぇ み ん 婦人 民主 クラ ブ 

「 平 和 で 公正 な 世界 を 」 サミ ッ ト 道 連絡 会 

株 式 会 社 宝石 の 玉屋 

特定 非 営利 活動 法人 北海 道 NPO サ ポー ト セ ンタ ー 
特定 非 営利 活動 法人 北海 道 NPO 越 箇 基 金 
北海 道 キ ヨ スク 株 式 会 社 

北海 道 大 学 サス テ ナ ビリ ティ 学 教育 研究 セン ター 
サス テ ナ ビ リティ ・ ガ パナ ンス ・ プ ロジ ェクト 
北海 道 平和 運動 フォ ー ラ ム 
北海 道 マツ ダ 販 売 株 式 会 社 

株 式 会 社 ライ ズ 

連合 北海 首 


市 民 G8 ウ ィ ー ク ス の 詳し い 情 報 は こち ら へ 
http://www.kitay-hokkaido.net 


、 "市 民 フ ォ ー フ ビデ 


問合せ 先  G8 サ ミッ ト 市 民 フ ォ ー ラ ム 北 海道 
060-0061 札幌 市 中 央 区 南 1 条 西 5 丁 目 愛生 舘 ビ ル 402 号 室 
TEL011-206-4674・FAX 011-242-6077・08summit.h@gmailcom 


後援 : 札 幌 市 


本 紙 パ ル 守 100: 
ki 


セフン - イ レプ ン みどり の 巧 人 金 


こと と 


